
 

  

“ヴォーリズ・メモリアル  

i n 近江八幡 “  

建 築 家 の ヴ ォ ー リ ズ が な

く な り 今 年 で 5 0 年 に な り ま

す 。1 0 月 に 記 念 企 画 展 が 開 か

れ ま し た 。 高 槻 に お い て は 、

名 誉 市 民 で あ る 礒 村 翁 の 尽

力 で 、大 阪 高 等 医 学 専 門 学 校

が ヴ ォ ー リ ズ に よ り 建 築 さ

れ ま し た 。 こ の 建  

物 の 解 剖 館 が 昭 和  

1 5 年 高 槻 で 初 め て  

国 の 有 形 文 化 財  

に 指 定 さ れ ま し た 。    

【筑 前 琵琶演奏行 う！！】―10 月 8 日―  

 高 槻 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の  

懇 親 会 に お い て 、 高 槻 名 誉  

市 民 山 崎 旭 萃 さ ん の 一 番 弟  

子 奥 村 旭 翠 さ ん の 琵 琶 演 奏  

を 行 い ま し た 。 琵 琶 演 奏 の  

題 目 は 「 一 の 谷 」「 安 達 が 原 」 で あ り ま し た 。

さ ら に 後 半 の 懇 親 会 で は 小 林 前 高 槻 市 文 化  

協 会 会 長 様 が 、 山 崎 先 生 の 人 間 性 の 素 晴 ら し  

さ に 感 銘 を 受 け 、 人 間 国 宝 ・ 名 誉 市 民 に 推 挙  

さ れ た エ ピ ソ ー ド な ど を 披 露 さ れ ま し た 。  

こ の よ う な 活 動 を 通 じ “高 槻 に は こ ん な 素

晴 ら し い 人 が い て た ん や で ”と 認 識 し 、誇 り の

持 て る 風 土 を 作 れ れ ば と 思 い ま す 。  

  

 

速 報 ！！   

1 1 / 7： 高 槻 市 観 光 協 会 「 高 槻 観 月 会 」   

      演 奏 ： 奥 村 旭 翠 氏   於 伊 勢 寺  

1 1 / 2 1： 東 洋 食 品 工 業 短 期 大 学 「 講 演 会 」  

    『 異 色 の 外 交 家 ・ 高 碕 達 之 助 の 実 像 』 

1 1 / 2 3： 竹 の 内 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 展 示  

      「 高 槻 名 誉 市 民 ５ 人 衆 」  

       【おおくま和 英 さんの FB に】－10 月 23 日－  

【 井 戸 を 掘 る 】 第 1 0 回  た か つ き N P O 協 働 フ ェ ス タ が 開

催 さ れ ま し た 。 高 槻 名 誉 市 民 を 語 り 継 ぐ 会 の 馬 淵 晴 彦 さ ん

と 村 上 寛 さ ん の お 二 人 も 。 高 碕 達 之 助 先 生 な ど 井 戸 を 掘 っ

た 郷 土 の 先 人 を 顕 彰 す る 素 晴 ら し い 活 動 を 地 道 に さ れ て お

ら れ ま す が 、お 二 人 も ま た 今 ま さ に 井 戸 を 掘 ら れ て い ま す 。 

   

 

７号 
高槻名誉市民を 

語り継ぐ会会報 

■名 言 集  

歴 史 を 知 る と い う こ と は 別 に 稽

古 趣 味 や の う て も 大 切 な こ と や

と 思 い ま す ん で 、 若 い 人 に は 特

に そ う し た 意 味 で も 音 楽 を 通 し

て 歴 史 に 触 れ て い た だ き た い 。   

（ 高 槻 名 誉 市 民 ： 山 崎 旭 萃 談 ）  

平 成 2 6 年 11 月 4 日  

 紅 葉 の 候 、 時 下 ま す ま す ご 清 祥 の 段 、 お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。 日 頃 は 高 槻 名

誉 市 民 を 語 り 継 ぐ 会 に ご 声 援 ・ ご 指 導 く だ さ り 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。  

先 日 は 、 協 働 プ ラ ザ に お け る 展 示 会 が 盛 況 の 中 、 幕 を 閉 じ ま し た 。 多 く の

方 と お 話 が で き 、 大 い に 参 考 と な り ま し た 。  

当 会 も 来 年 度 を 見 据 え 、 今 後 の 運 営 の 方 針 を 再 度 確 認 す る 段 階 に 来 て い ま

す 。 そ れ は 、 後 世 に 我 々 が 引 き 継 い で い か な け れ ば な ら な い と い う 強 い 思 い

が あ る か ら で す 。（ 村 上 ）  

 

 

 

 


